
日時 2018年9月30日(日)13：00〜17：00 

ミシガン州立大学連合日本センター（愛称：JCMU） 
滋賀県彦根市松原町1435-86 

無料 
 

先着20名程度 

留学や国際交流に関心のある県内在住の大学生
又は、県内の大学に通学する学生 

・材料、道具は主催者で用意します。水性ペンキを使用しますので、汚れても良い服装でお越しください。 

主催：（公財）滋賀県国際協会 
協力：ミシガン州立大学連合日本センター 
    国際交流団体ＣＩＳ（滋賀大学教育学部学生サークル） 
後援：滋賀県、彦根市、彦根市教育委員会 
 

お問合せ 

0749-26-3400 
（土日祝を除く8：30～17：00） 

お申込はこちらから☟ 
http://bit.ly/2NLjR3Z 

 
 
 

対象 

場所 

〒522-0002滋賀県彦根市松原町1435-86 
ミシガン州立大学連合日本センター内 
（公財）滋賀県国際協会彦根事務所 

裾野を広げる国際交流事業 

  

【募集期間】 
8/6(月)9:00～9/14(金)17:00 

＊スケジュール等は、裏面をご覧ください。 

滋賀県が始まりとされ、サブカルチャー
としても全国的に有名な 
交通安全を喚起する看板を、留学生と
一緒に協力して製作し、 
製作した看板を県内の団体に寄付しま
す。 

参加費無料 
 

 先着２０名程度 

JCMU館内ツアー付き 一緒に社会貢献しませんか？ 

＊JCMU留学生とは、主にアメリカのミシガン州の
大学から、ミシガン州立大学連合日本センターで
日本語と日本文化を学んでいる学生です。 © 久田工芸 



   １２：４５  ～          受付開始 

 １３：００  ～  １３：１５   開会式  
                  オリエンテーション（ＣＩＳ） 
 １３：１５  ～  １４：１５   グループ活動① （看板製作など） 
  １４：１５  ～  １５：１５   休憩 
                     ＊休憩中に、ミシガン州立大学連合日本センターの概要説明、国内留学  

                      Ｓ．Ｐ．Ａ．Ｃ．Ｅプログラム等の講座紹介を行います。  
 １５：１５  ～  １６：１５   グループ活動②（看板製作など） 

                   ＊製作が終了したグループから順次、留学生によるＪＣＭＵ 
                           館内ツアー （センター棟及び学生寮） 

                 スナックタイム 
 １６：１５  ～  １６：４５   閉会式 （作品紹介 ・ 贈呈式 ・ 記念撮影 ・ アンケートの実施） 

                
                 解散 

  

＜対     象＞ 留学や国際交流に関心のある県内在住の大学生又は、県内の大学に通学する学生 
 

＜参 加 費＞ 無料 
 

＜持 ち  物＞ 筆記用具・飲み物 ＊汚れても良い服装でお越しください。 
 

＜そ  の  他＞ （１）荒天（台風等）が予測される場合、事業中止の判断は、９月２９日(土)正午の天気予報により事務局 
 

              が判断し、ＨＰにて周知を行うと共に、参加者の皆さんへご連絡させていただきます。 
 

             （２）製作した看板を希望される滋賀県内の団体に寄付させていただきます。 
 

           （３）イベント内で撮影した写真は、イベント広報や主催者等のホームページに掲載させていただくことがあります 
             ので、予めご了承ください。 
 

＜ア クセ ス＞  ミシガン州立大学連合日本センター（彦根市松原町1435-86） 
 

                         【公共交通機関をご利用の場合】 
 

                          最寄駅：ＪＲまたは近江鉄道彦根駅（4km） 
 

                          最寄バス停：視覚障害者センター（1.5km） 
 

                          予約型乗合タクシー：愛のりタクシーまつばら TEL:0749-22-1111  
                                      ＊予約制片道￥450/1人 彦根駅⇔ミシガン州立大学連合日本センター             

                          タクシー：各社、彦根駅より片道¥1,500円前後 
 

                         【お車をご利用の場合】 
 

                          彦根ＩＣから5.4km、米原ＩＣから9Km 無料駐車場完備 

  
 

  Schedule 

＜概  要＞ 

大学生と留学生が、グループに分かれてドライバーに交通事故防止を呼びかける立て看板「飛び出し坊や」の製作を 
 

行います。日本語や英語を使ってアイデアを出し合い、人型に切り出した板に水性ペンキで色を塗ってもらいます。 
 

どんな色にするのか、どのように作業を進めるのか等、時間内に仕上がるよう協力して作業に取り組み、出来上がった 
 

看板は、県内の団体に寄付します。 

 
「飛び出し坊や」とは？ 
 

「1973（昭和48）年、東近江市（旧八日市市）の社会福祉協議会が、急増していた子どもの飛び出し事故を未然に防ごうと、久田工芸の久田泰平氏に発注し 
 

制作された「とびだしとび太」が発祥なのではないかと言われています。2000年代後半、「ゆるキャラブーム」にものり、日本中にその存在を知られることとなりました。 
 

最近は滋賀県を代表するキャラクターとしても認知されています。  


